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本報では，高温によるコンクリート劣化および水中曝露が，構造体の耐力や破壊性状に及ぼす影響を把握

する目的で行った，縮小模型による高温加熱・水中曝露後耐力試験について，その概要と結果について報

告する。 
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1. はじめに 高温加熱およびその後の水中曝露によるコンクリートの力学特性の変化が構造体の耐力や

破壊性状に及ぼす影響を把握するために，圧力容器（RPV）ペデスタルの縮小模型として円筒型の鉄筋コ

ンクリート製試験体を作製し，加熱・水中曝露後，耐力試験を行う。 

2. 実験 試験体は実機サイズの 1/6 スケールとし，円筒部の厚さが 200mm，内径がφ834mm，高さが約

1397mm で，その上下に加力用スタブを有する形状である。試験体は全 3 体であり，加熱を行わない常温

試験体，高温加熱試験を実施する 400℃試験体，800℃試験体である。試験の流れは図 1 に示す通り，①乾

燥加熱（実機の乾燥状態の模擬），②高温加熱試験（円筒部を 400℃，800℃で加熱），③水中曝露（2 ヶ月

間），④水平載荷試験の順に実施した。②と④の試験では，実機相当の長期軸力を作用させた状態で実施し，

いずれも試験中安定して軸力を保持していた。 

3. 結果・考察 水平載荷試験での最大耐力は常温試験体に比べ，400℃試験体では若干の低下は見られた

がほぼ同等であり，800℃試験体では約 3 割の低下であった。また，これらの最大耐力は，高温加熱による

コンクリートおよび鉄筋の材料強度の低下を考慮することで，既往の略算式により耐力を評価することが

できた（図 2 参照）。 
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図 1 試験フロー
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図 2 試験結果(800℃試験体)

3E11 2016年秋の大会

 2016年 日本原子力学会 - 3E11 -


